
第４回 南砺市型小規模多機能自治 市民会議

日時 平成２９年１１月１８日（土）午後１時

場所 福野庁舎２階講堂

開会あいさつ  

１．ワークショップ  

  ①話し合いの基礎について 

  ②「地区の未来」の理想の明確化と課題の抽出 

  ③理想と解決すべき課題の発表 

    ～ 休憩 ～ 

④アンケートの実施について 

⑤地区の課題の明確化と具体的な取り組み 

２．第５回市民会議に向けて

 ・意見交換に向けた準備

 ・提言のイメージ共有

３．その他

  ・今後の日程について





「南砺市型小規模多機能自治 市民会議」全体スケジュール 

開催日 内   容 項目 

第１回 

9月 20日（水）
18:30～20:30 
福野庁舎講堂

オリエンテーション

・小規模多機能自治を検討する目的と背景 

・市民会議の目的の明確化 

・提言の概要（市民会議のゴール）の共通認識 

・全体スケジュールや進行の確認 

第２回 

10月 15日(日)
13:00～17:00 
ア・ミューホール

講演：ＩＩＨＯＥ[人と組織と地球のための国際研究所] 川北 秀人 氏

・自治振興会等の役割の変化

・小規模多機能自治の理解促進

・グループワーク（全住民調査の設問づくり）

市からの情報提供

・南砺市における自治振興会等の現状と課題

③ ④ 

第３回 

11月 1日（水）
18:30～20:30 
福野庁舎講堂

小規模多機能自治へのヒント

講演：富山大学地域連携推進機構 教授 金岡 省吾 氏 

  ・小規模多機能自治へのヒント

※若者を巻き込む小規模多機能自治

   ※南砺市に必要とされる新規地域事業

講演：南砺市政策参与 南 眞司 氏 

  ・小規模多機能自治へのヒント

※市内地域での取組みとして、地域包括ケア事業の紹介

② 

第４回 

11月 18日（土）
13:00～17:00 
福野庁舎講堂

ワークショップ

・地域の魅力アップ、安心・安全な暮らし実現

・これからの南砺市に求められる地域事業

① ⑤ 

第５回 

12月 3日（日）
13:00～17:00 
福野庁舎講堂

関係団体との意見交換

・自治振興会や関係団体からの活動内容紹介

・これから必要となる地域事業の展望

※日時・会場を変更する場合は、グループで調整

⑥ ⑦ 

⑧ ⑨ 

第６回 

12月 23日(土)
13:00～17:00 
福野庁舎講堂

南砺市で展開すべき地域活動とその担い手

・最終回に向けて、具体的な提言作成

・発表用資料等の作成

⑥ ⑦ 

提 言 

【１月予定】

２時間

地域で展開すべき事業や、組織のあり方と担い手のあるべき姿の提言

・市民会議から市長へ提言。

※31自治振興会長は傍聴し、一部意見を述べる。

※項目の番号は、「市民会議  演習シート（自習・論点整理シート）」と一致します。





南砺市型小規模多機能自治
第4回市民会議
平成29年11月18日（土）13：00 17：00
南砺市福野庁舎講堂南砺市福野庁舎講堂

第1回 9/20 オリエンテーション
第2回 10/15 講演，情報提供
第3回 11/1 小規模多機能自治へのヒント
第4回 11/18 今回
第5回 (12/3) 関係団体との意見交換
第6回 12/23 展開すべき地域活動とその担い手（組織，個人）
提 言 1月（予定）市長への成果報告と提言

今日の進行

13：00 挨拶，宿題の確認，話し合いの基礎確認，
班長決め

13：30 「地区の未来」の理想の明確化と課題の抽出
14：20 理想と解決すべき課題の発表

（14：50 休憩）（14：50 休憩）
15：00 「アンケート」をどうする？
15：30 地区の課題の明確化と具体的な取組案

（事業，組織）
16：00 次回（第5回）の意見交換に向けた準備
16：30 提言のイメージ共有
17：00 終了

三人寄れば文殊の知恵

１人で考えるより，３人で考えたほうが
よい知恵が出る

「１人の専門家」よりも，
「１人の専門家＋素人」のほうが，

よい知恵が出る

文殊の知恵を手にするためには

支配しようとする，太鼓持ち，
反対のための反対，思い込みが激しい，

誰かの講演会，沈黙

人の意見をよく聞く，
自分の意見をきちんと述べる，

しっかり議論する，
根拠をはっきりさせる

クリティカルクリティカルシンキングシンキング
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地区の未来の理想像

どの程度の理想を考えるか？

ブレーン・ストーミングの要領で，
理想像を表現する言葉（短い文章）を，
ブレーン・ストーミングの要領で，

理想像を表現する言葉（短い文章）を，
付箋紙に書き出す。

ブレーン・ストーミング（アイディア出し）
・質より量（検討は後で）
・議論しない（人の意見を邪魔しない）
・突飛な意見歓迎（自分で邪魔しない）
・連想・結合（人の知恵を借りる）

地区の未来の理想像
大判紙にまとめる

ＫＪ法の要領で，
・近いアイディアは近くに，
遠いアイディアは遠くに配置する遠いアイディアは遠くに配置する

・付箋紙のまとまりにタイトルを付ける

ＫＪ法（アイディアのまとめ）
・アイディアの地図づくり（マッピング）
・カードに語らせる
（分類の仕方を予め決めて分類することはしない）

・十分に議論する。合意を得る
・カードはなるべく捨てない（みんなの意見を生かす）

今日の中間発表
「地区の未来の理想像とギャップ」

■地区の未来の理想像
現実的な見通し■現実的な見通し

■重点を置きたい課題（重み付け）
■その他
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住民アンケートをどうする？

新しい取り組み・改革には，
みんなの同意が必要

根拠としての住民アンケート根拠としての住民アンケート

住民アンケート
・目的は何なのか ・いつするのか
・誰が作るのか ・どうやって作るのか
・どうやって集計するのか ・その他

課題の明確化と解決策づくりに
必要な情報

■解決したい課題
■課題解決のための取組の概要
■取組に不可欠なヒト・モノ・コト（情報も）■取組に不可欠なヒト・モノ・コト（情報も）
■不足しているヒト・モノ・コト
■関連しそうなこと・連携できそうなこと

次回（第５回）（日時・場所要確認）

意見交換のための準備
■対象地区
■どのような団体があるのか
■どのような役割を担っているのか■どのような役割を担っているのか
■どのような問いかけを準備するか

南砺市型小規模多機能自治の実現へ
のロードマップ

1.地域の将来像（理想と現実）の明確化

2.課題の抽出
（不足しているサービス，既存組織の限界，･･･）（不足しているサービス，既存組織の限界，･･･）

3.地域に必要な事業の具体化
4.事業を実施するために必要な組織の明確化

5.組織の再編
6.事業の立ち上げ
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今後の日程
第4回（11月18日(土)）：ワークショップ

・ターゲットとする自治振興会の決定
・理想的な将来像の明確化
・将来像へ向かうための課題の明確化
・事業案の作成
・第5回の意見交換への準備

第5回（12月3日(日)）あたり：関係団体との意見交換第5回（12月3日(日)）あたり：関係団体との意見交換
・意見交換
・事業案の検討
・事業の実現に向けた課題（事業，組織）の明確化

第6回（12月23日(土)）：地域活動と担い手の明確化
・事業化への道筋（担い手はいるのか？）
・組織再編（？）への道筋
・提言資料の作成
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市民会議  演習シート（自習・論点整理シート） 

項目  

①

地域の魅力 

について 

［論点１ 地域の魅力（地域資源等）とは，その特性・優位性］ 

［論点２ 地域の魅力と地域（人・企業）の関わり］ 

［論点３ 地域の魅力の今までとこれから］ 

② 

地域課題 

について 

［論点１ 地域が抱える課題］ 

［論点２－１ その課題は地域の人・企業にどう認識されているか］ 

［論点２－２ その課題解決にはどのようなニーズがあるか］ 

③ 

地域組織の 

現状について 

［論点１ 組織の概要・仕組，拠点，特徴or個性］ 
ヒント・・・組織の棚卸し・会議の棚卸し

［論点２ 組織構成員対象，組織間の関係性など］ 
ヒント・・・組織の立ち位置  

［論点３ 市民にとっての組織の価値は］ 
ヒント・・・どのような人に必要とされているか 

④ 

地域組織 

課題について 

［論点１ 現在認識している課題，その原因，取り組んでいること］ 

［論点２－１ 世の中を取り巻く環境と今後の予想］ 
ヒント・・・現在の課題はどうなる？

［論点２－２ 世の中の変化に対応するために必要なモノ・コト］ 



⑤ 

地域と組織の

共通価値 

［論点１ 地域課題解決のためにしなくてはいけないこと・できること］ 
ヒント・・・箇条書きで羅列も可  

［論点２ 地域組織課題解決のためにしなくてはいけないこと・できること］ 
ヒント・・・箇条書きで羅列も可  

［論点３ 上記解決策の共通項］ 

⑥ 

取組概要 

対
象

（どこで、だれに等） 

手
法

（いつ、どのように、何を等） 

事
業

性
（組織が果たす役割とメリット） 

地
域

性
（地域が果たす役割とメリット） 

目
標

（目標とする結果、数値基準等） 

実
現

可
能

性

（地域、組織の特技・特徴を活用しているか） 

⑦ 

めざす効果 

・指標 

［論点１ どのような地域課題を解決する効果があるか・目標とする指標］ 

［論点２ どのような組織課題を解決する効果があるか・目標とする指標］ 

⑧ 

取組の将来性 

・展開・発展 

［論点１ 提案する取組から発展・派生できる取組とその必要性］ 

［論点２ 将来展開できる可能性のある分野など］ 

［論点３ 次の世代（後継者，子ども）に伝える？］ 

⑨ 

将来像 

（組織・地域） 

○○年後 

［論点１ 組織の将来像，特性，立ち位置］ 

［論点２ 地域の将来像，どのような地域にしたい］ 

［論点３ 組織は地域にどのような影響を与えているだろうか］ 


